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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：誰かのために何かをする喜び
お名前：谷村義基　北海道　旭川支部

【青年スピーチ部門】
　皆さん、こんにちは。本日は、私が仕事を辞めてから経験したこと、そしてその中で感じたことについて、お話しさせていただきます。
　私は30歳を迎えるタイミングで、これまで続けていた仕事を辞めました。東京で働いていましたが、自分の生活を振り返った時に、北海道で学生として過ごしていた頃と、生活があまり変わっていないことに気づきました。そして、「場所が東京でも北海道でも、同じような毎日を送っているなら、自分がやってみたいことに挑戦してみよう」と思い、仕事を辞める決断をしました。
　その後、私はGPPに参加しました。韓鶴子総裁が主催されているボランティア活動です。GPPでは、これまで経験したことのない、多くの奉仕活動に参加させていただきました。
　例えば、水害被災地での支援活動、農作物の収穫のお手伝い、キムチ作りなど、本当にさまざまな活動を行いました。手伝いが終わると直接感謝の言葉をお伝えられたことです。特別なことでもないように思いますが、特に印象に残りました。
　私は以前、人と直接関わる機会が少ない仕事をしていました。そのため、自分の仕事が誰の役に立っているのか、実感する場面があまり多くありませんでした。ですが、GPPの活動では、目の前の人が喜んでくださる姿を見ることができました。
そして、感謝の言葉を直接いただくことで、自分自身も大きなやりがいを感じることができました。
　気づけば、「誰かのために行動すること」そのものが、自分の喜びになっていました。この体験を通して、人のために動くことの大切さ、人と支え合うことの温かさを知ることができました。
　私たちは普段、感謝していても、なかなか言葉にしないことがあります。ですが、実際に「ありがとう」と伝えられるだけで、また頑張ろうと思うことができるようになります。これからは、自分も誰かに感謝をしっかり伝えられる人でありたいと思っています。
　30歳という節目で仕事を辞めたことは、当時は大きな決断でした。ですが、GPPでの経験を通して、私は本当に大切なことを学ぶことができました。これからも、その気持ちを忘れずに、人とのつながりを大切にしながら歩んでいきたいと思います。
　ご清聴ありがとうございました。
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